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　2025年 4 月より京都医療センター院長に就任いたしました川端です。
2024年度のアニュアルレポートが完成しましたので、謹んでご報告申し
上げます。
　振り返りますと、世界情勢は不安定な状況が続いていました。ロシア
によるウクライナ侵攻や、イスラエルによるガザ地区侵攻に関する痛ま
しい報道が、連日のようにもたらされました。米国では大統領選が行わ
れ、民主党のバイデン大統領が退任し、共和党のドナルド・トランプ氏
が「アメリカ第一主義」を掲げて再び大統領に就任しました。
　国内に目を向けますと、政治面では岸田首相が退陣し、石破茂氏が新
たに総理大臣に就任しました。経済面では円安が進行して一時 1ドル＝
160円台に達し、名目GDPはドイツに抜かれて世界第 4位に転落しまし
た。社会面では米価の高騰が「令和の米騒動」を引き起こしました。少子
化が一層深刻化し、2024年の出生数は68万人と、1949年のピーク時（270
万人）と比べて約 4分の 1 にまで減少しました。医療関連では、 4月よ
り医師の働き方改革が本格始動し、時間外労働の上限が規制されました。
新型コロナウイルスは、重症化率こそ低下したものの流行が繰り返され
ました。 6月の診療報酬改定では、本体部分が+0.88%の引き上げとな
りましたが、賃金や物価の上昇分は十分に反映されず、全国の医療機関
の厳しい経営状況が報道されるようになりました。明るいニュースとし
ましては、大リーグの大谷翔平選手が 2 年連続 3 度目のMVPに輝きま
した。
　当院におきましては、2024年度は小池薫院長の 5年間の任期の集大成
となる一年でした。 4月には入退院支援センターが外来管理棟 1階に開
設され、6月には待望のDPC特定機能病院群への昇格を果たし、11月に
は 2台目の手術支援ロボット「ダビンチ」を導入しました。2025年 1 月
には、クリーンルーム 4床を備えた内科系新病棟が第 1病棟 8階に開設
され、実働病床数は507床から545床へと増床されました。救命救急科で
は「断らない救急」を掲げ、過去最多となる救急車5,300件を受け入れま
した。新規入院患者数は年間14,000人を超え、平均入院患者数は前年度
の370人から425人へと増加しました。しかしながら、診療報酬改定の影
響や新型コロナウイルス関連の補助金打ち切りもあり、医業収支は7.5億
円の赤字（収支率96.5%）、経常収支は4.7億円の赤字（収支率97.8%）となり
ました。今後も病院一丸となって、経営改善に取り組んでまいります。
　当院はこれからも「この街の医療をささえる」をモットーに、「フレン
ドリー」を合言葉として、地域の皆様や職員の皆様から信頼され、愛さ
れる病院づくりを目指してまいります。引き続きご支援ご協力のほど、
どうぞよろしくお願い申し上げます。
� 院長　川端 　浩


